
 

 

 

 

 

 

令和７年度 第３回学校運営協議会開催  
 

令和８年３月４日（ 水）本校図書ホ

ールにて、令和７年 度北海道稚内養護

学 校 第 ３ 回 学 校 運 営 協 議 会 を 開 催 し

ました。協議 会では 、令和７年度 学校

評価、令和８年度学 校経営方針（案）、

令和７年度卒業生 進路、令和７年度い

じめ調査、令和８年 度教育課程につい

て、説明 及び 報告し 、皆様からご 意見

をいただきました 。また、グルー プに

分 か れ て 「 児 童 生 徒 の 将 来 像 を 想 像

し、共有する。」を テーマに熟議をし

ていただきました 。  

学校評価では、声問 小学校末村校長

よ り 、 「 保 護 者 か ら の 高 評 価 は 、 教 職 員 一 人 ひ と り が 積 極 的 に 学 校 経 営 へ 参 画 し て

いる現れだと思う 」と感想をいただ き ました。  

経営方針（案）では 、稚内大谷高等学校 木村教頭 より、「児 童生徒、校長先生含 め

全 体 の 雰 囲 気 が 良 く 、 教 職 員 の 高 い 意 識 が 学 校 評 価 の 数 値 に 表 れ て い る 」 と い う お

言 葉 や 「 養 護 学 校 の 児 童 生 徒 と の 関 わ り や 学 び を 、 大 谷 高 校 の 教 職 員 に ど う 繋 げ て

い く か 考 え な け れ ば い け な い 」 「 重 点 目 標 に つ い て は 、 大 谷 高 校 に と っ て も 切 り 離

せない重なる部分 があるため、取り 組んでいきたい 」 と感想をいただき ました。  

熟議では、「児童生 徒の将来像を想像 し、共有する 」をテ ーマに、グループに 分か

れ て 、 本 校 生 徒 が 卒 業 後 、 ど の よ う な 力 が 身 に 付 い て い る と 良 い か 、 意 見 を い た だ

きました。「挨拶や 笑顔、健康など基本 的な部分が大切で あり、必要な力であ ると共

通認識され、仕事な ので休まず働くこ とが重要である」こ とや、「本人の働き たい気

持 ち の 持 続 や 、 子 ど も の や っ て み た い と い う 気 持 ち を 見 付 け る 、 得 意 な こ と を 見 付

け る 、 そ う い っ た こ と が で き る 環 境 を 整 え る こ と が 必 要 で あ る 」 「 子 ど も 達 が 自 分

自 身 の 強 み や 個 性 を 周 り に 発 信 す る 力 、 そ れ に 気 付 い て あ げ る こ と で 将 来 の 充 実 に

繋がる」という意見 が出され、本校の教 員 の

意 見 だ け で な く 、 地 域 や 本 校 卒 業 生 の 保 護

者 と い っ た 別 の 立 場 か ら の 意 見 を 伺 う こ と

ができました。  

本 協 議 会 を も っ て 、 第 ３ 回 学 校 運 営 協 議

会が終了となり、委 員の皆様には、本校 教育

にご尽力いただき、大変感謝申し上げ ます。 

次 年 度 に つ き ま し て も 、 皆 様 の お 力 添 え

をいただきながら、学校教育目標「人々 とか

か わ り な が ら 、 社 会 で 役 割 を 担 う 元 気 な 人

を 育 て る 」 を 達 成 で き る よ う 取 り 組 ん で 参

ります。  
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